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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　船尾部において、船内に設置された推進装置と、同推進装置により回転駆動される船外
の第１プロペラとが設けられるとともに、上記第１プロペラと対向して同第１プロペラと
共に二重反転プロペラを構成しうるように前端に第２プロペラを備えた舵取り機構付きポ
ッドプロペラが設けられており、巡航時に船底部の外面に沿う後方への流れが船尾部で斜
め上方へ向かうのに対応して、上記第１プロペラのプロペラ軸の中心軸線も後方へ上向く
ように設定されていることを特徴とする、ポッドプロペラ付き船舶。
【請求項２】
　上記推進装置がディーゼルエンジンとして船尾部内の底部上に設置され、同ディーゼル
エンジンの主軸の方向が船尾後方へ向かって斜めに上昇するように設定されて、同主軸の
後端に上記第１プロペラのプロペラ軸前端が接続されていることを特徴とする、請求項１
に記載のポッドプロペラ付き船舶。
【請求項３】
　上記推進装置がディーゼルエンジンとして船内の底部上に設置され、同ディーゼルエン
ジンの主軸の方向が船尾後方へ向かって水平に設定されて、同主軸の後端に上記第１プロ
ペラのプロペラ軸前端が方向変換型結合手段を介して連結されていることを特徴とする、
請求項１に記載のポッドプロペラ付き船舶。
【請求項４】
　上記推進装置が、原動機と、同原動機により駆動される発電機と、同発電機から電力の
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供給を受けるようにして船尾部内に設置された電動機として構成され、同電動機の回転軸
の方向が後方へ向かって斜めに上昇するように設定されて、同回転軸の後端に上記第１プ
ロペラのプロペラ軸前端が接続されていることを特徴とする、請求項１に記載のポッドプ
ロペラ付き船舶。
【請求項５】
　上記電動機の少なくとも後端部を取り囲む船尾ボスの少なくとも下半部の外形が、上記
ポッドプロペラのポッド前端部に類似した丸みを有していることを特徴とする、請求項４
に記載のポッドプロペラ付き船舶。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、船尾においてポッドプロペラを備えた船舶に関し、特に上記ポッドプロペラ
におけるポッド前端のプロペラと対向して二重反転プロペラを構成するように、船内の推
進装置により駆動される船外のプロペラを備えるようにしたポッドプロペラ付き船舶に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、船内の推進装置で駆動される船尾のプロペラの後方にポッドプロペラを備えて、
二重反転プロペラ構成にしたものが開発されているが、航行中に船尾部に沿う相対的な水
の流れは、一般に後方へ上向きに傾斜して流れているので、船長方向の水平なプロペラ軸
線を有する二重反転プロペラでは未だ十分な推進効率が得られたとはいえない。
【非特許文献１】日本造船学会誌　第８７０号　２００２年１１月１０日発行（第１２頁
～第１３頁，Ｆｉｇ.２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、航行中に船尾に沿う水の流れが後方へ斜め上方に向かう点に着目して、船内
の推進装置で駆動される船尾のプロペラのプロペラ軸を、船尾後方へ斜めに上向くように
設定するとともに、同プロペラと二重反転プロペラを構成するようにポッドプロペラを設
けることにより、十分な推進効率が得られるようにした、ポッドプロペラ付き船舶を提供
することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　前述の課題を解決するため、本発明のポッドプロペラ付き船舶は、船尾部において、船
内に設置された推進装置と、同推進装置により回転駆動される船外の第１プロペラとが設
けられるとともに、上記第１プロペラと対向して同第１プロペラと共に二重反転プロペラ
を構成しうるように前端に第２プロペラを備えた舵取り機構付きポッドプロペラが設けら
れており、巡航時に船底部の外面に沿う後方への流れが船尾部で斜め上方へ向かうのに対
応して、上記第１プロペラのプロペラ軸の中心軸線も後方へ上向くように設定されている
ことを特徴としている。
【０００５】
　また本発明のポッドプロペラ付き船舶は、上記推進装置がディーゼルエンジンとして船
尾部内の底部上に設置され、同ディーゼルエンジンの主軸の方向が船尾後方へ向かって斜
めに上昇するように設定されて、同主軸の後端に上記第１プロペラのプロペラ軸前端が接
続されていることを特徴としている。
【０００６】
　さらに、本発明のポッドプロペラ付き船舶は、上記推進装置がディーゼルエンジンとし
て船内の底部上に設置され、同ディーゼルエンジンの主軸の方向が船尾後方へ向かって水
平に設定されて、同主軸の後端に上記第１プロペラのプロペラ軸前端が方向変換型結合手
段を介して連結されていることを特徴としている。
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【０００７】
　また、本発明のポッドプロペラ付き船舶は、上記推進装置が、原動機と、同原動機によ
り駆動される発電機と、同発電機から電力の供給を受けるようにして船尾部内に設置され
た電動機として構成され、同電動機の回転軸の方向が後方へ向かって斜めに上昇するよう
に設定されて、同回転軸の後端に上記第１プロペラのプロペラ軸前端が接続されているこ
とを特徴としている。
【０００８】
　さらに、本発明のポッドプロペラ付き船舶は、上記電動機の少なくとも後端部を取り囲
む船尾ボスの少なくとも下半部の外形が、上記ポッドプロペラのポッド前端部に類似した
丸みを有していることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　上述の本発明のポッドプロペラ付き船舶では、船尾部において船内の推進装置により回
転駆動される船外の第１プロペラのプロペラ軸中心線が、後方へ上向くように設定されて
、巡航時に船尾部船底面に沿う水の流れが斜め上方へ向かうのに対応しているので、上記
第１プロペラと、その後方のポッドプロペラのポッド前端の第２プロペラとからなる二重
反転プロペラは、船尾部船底面に沿う船体伴流を効率よく利用しながら、高い推進効率を
得ることができる。
【００１０】
　また、上記推進装置がディーゼルエンジンとして船尾部内に設置されて、同エンジンの
主軸の方向が船尾後方へ向かって斜めに上昇するように設定されていると、同主軸の軸線
に沿うように接続される第１プロペラのプロペラ軸中心線も船尾後方へ斜めに上昇するよ
うに設定されることになり、このようにして船尾船底面に沿い後方へ斜めに上昇する船体
伴流の中で上記第１プロペラと、同第１プロペラに対向するポッドプロペラ前端の第２プ
ロペラとによる二重反転プロペラとしての作動が効率よく行われて、高い推進効率が得ら
れるようになる。
【００１１】
　さらに、上記推進装置がディーゼルエンジンとして、その主軸を船尾部内で水平に設定
されている場合も、同主軸の後端に、上記第１プロペラのプロペラ軸前端がユニバーサル
ジョイントあるいは傘歯車セットのごとき方向変換型結合手段を介し連結されて、同プロ
ペラ軸が船尾後方へ斜めに上昇するように設定されていると、上記第１プロペラと、その
後方のポッドプロペラ前端の第２プロペラとで構成される二重反転プロペラが、船尾船底
面に沿い後方へ斜めに上昇する船体伴流の中で効率よく作動し、推進効率の向上がもたら
される。
【００１２】
　また、上記推進装置がガスタービンあるいはディーゼルエンジンのごとき原動機と、同
原動機により駆動される発電機と、同発電機から電力の供給を受ける電動機として構成さ
れ、同電動機が船尾部内に設置されて、同電動機の回転軸の方向が後方へ斜めに上昇する
ように設定されている場合は、同回転軸の後端に上記第１プロペラのプロペラ軸前端が接
続されることにより、上記第１プロペラと、その後方のポッドプロペラ前端の第２プロペ
ラとで構成される二重反転プロペラが、船尾船底面に沿い後方へ斜めに上昇する船体伴流
の中で効率よく作動し、推進効率の向上が期待される。
【００１３】
　そして、上記電動機の少なくとも後端部を取り囲む船尾ボスの少なくとも下半部の外形
が、上記ポッドプロペラのポッド前端部に類似した丸みを有している場合は、上記船尾ボ
スに沿う流れが上記二重反転プロペラへ円滑に流入するようになって、推進効率がさらに
高められるようになる利点が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　船内の推進装置で回転駆動される船外の第１プロペラと対向して二重反転プロペラを構



(4) JP 4119999 B2 2008.7.16

10

20

30

40

50

成するポッドプロペラ前端の第２プロペラは、同ポッドプロペラが鉛直軸線のまわりに旋
回可能の舵取り機構として用いられる際に上記第１プロペラと干渉しないように間隔を十
分にあけて設けられる。また、上記ポッドプロペラは昇降可能に且つ水平横軸線のまわり
に俯仰可能に設けられる。
【実施例１】
【００１５】
　図１は本発明の実施例１としてのポッドプロペラ付き船舶を模式的に示す側面図である
。
　図１に示すように、船尾部において、船内に装備された推進装置としてのディーゼルエ
ンジン１が設けられるとともに、同エンジン１の主軸１ａに同主軸１ａと同方向へ延在す
るように接続されたプロペラ軸２ａを介して回転駆動される船外の第１プロペラ２が設け
られている。
【００１６】
　また、第１プロペラ２と対向して同第１プロペラ２と共に二重反転プロペラを構成しう
るように、前端に第２プロペラ３を備えたポッドプロペラ３Ａが設けられていて、第２プ
ロペラ３の回転駆動は、ポッド３ａ内の電動機３ｂにより行われる。
【００１７】
　この実施例１では、巡航時に船底部の外面に沿い相対的に後方へ流れる水流が船尾部で
斜め上方へ向かうのに対応して、第１プロペラ２のプロペラ軸２ａの中心軸線は後方へ上
向くように設定されている。
【００１８】
　そして、プロペラ軸２ａの傾斜に整合するように、ディーゼルエンジン１の主軸１ａの
軸方向も船尾後方へ向かって斜めに上昇するように設定されており、同主軸１ａの後端に
、第１プロペラ２のプロペラ軸２ａの前端が接続されている。
【００１９】
　ポッドプロペラ３Ａは、同ポッドプロペラ３Ａを横軸線のまわりに回動制御しうる俯仰
機構としてのトルクヒンジ４と、同ポッドプロペラ３Ａを鉛直軸線のまわりに回動制御し
うる舵取り機構としてのターンテーブル５と、同ポッドプロペラ３Ａを船体のトリムの変
化に応じて昇降制御しうる油圧シリンダ６とを介して船体に装着されている。
　なお、舵取り機構としては、ターンテーブル５の代わりに、通常の舵柄および油圧シリ
ンダを備えたものを設けるようにしてもよい。
【００２０】
　電動機３ｂへの電力の供給は、ディーゼルエンジン１やポッドプロペラ３Ａの重量との
バランスを図るように船首部に設けられたガスタービン７により作動する発電機８から、
船尾部におけるバッテリー９の配電盤９ａを介して供給される。
　なお、低速船の場合は、ガスタービン７などを省略して、電動機３ｂへの電力の供給を
、ディーゼルエンジン１により作動する図示しない発電機からの電力で対処することも可
能である。
【００２１】
　上述の実施例１のポッドプロペラ付き船舶では、航行中に船尾に沿う水の流れが後方へ
斜め上方に向かうのに対応して、船尾部における主機関としてのディーゼルエンジン１も
、その主軸１ａを後方へ斜め上方に向かうように設定されていて、同主軸１ａにプロペラ
軸２ａを介し装着された第１プロペラ２と共に二重反転プロペラを構成する第２プロペラ
３を備えたポッドプロペラ３Ａが設けられているので、高い推進性能が得られるようにな
る。
【００２２】
　そして、電動機３ｂへの電力の供給は、ディーゼルエンジン１により作動する図示しな
い発電機から供給するようにしてもよいが、本実施例１のように電動機３ｂへの電力供給
を、ディーゼルエンジン１とのバランスを図りながら船首部に設けたガスタービン７によ
り作動する発電機８から行うようにすると、高速船としての性能が効率よく得られるよう
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になる。
　なお、本実施例１では、船底部内の推進装置として、ディーゼルエンジン１を備えてい
るが、このディーゼルエンジン１の代わりにガスタービンのごとき他の原動機を設置する
ようにしてもよい。
【実施例２】
【００２３】
　図２は、本発明の実施例２としてのポッドプロペラ付き船舶を模式的に示す側面図であ
る。
　図２に示すように、本実施例においても、船尾部で船内に設置された推進装置としての
ディーゼルエンジン１と、同エンジン１の主軸１ａによりプロペラ軸２ａを介して回転駆
動される船外の第１プロペラ２とが設けられているが、ディーゼルエンジン１の主軸１ａ
の軸方向は船尾後方へ向かって水平に設定されている。
【００２４】
　一方、第１プロペラ２のプロペラ軸２ａの中心軸線は、巡航時に船底部外面に沿う後方
への水の流れが船尾部で斜め上方へ向かうのに対応して後方へ上向くように設定されてお
り、これに対処するため、水平なエンジン主軸１ａの後端と傾斜したプロペラ軸２ａの前
端との接続は、図示の傘歯車セット２ｂやユニバーサルジョイントのごとき方向変換型結
合手段を介して行われている。
【００２５】
　また、第１プロペラ２と対向して同第１プロペラ２と共に二重反転プロペラを構成しう
るように、前端に第２プロペラ３を備えたポッドプロペラ３Ａが設けられていて、第２プ
ロペラ３の回転駆動は、ポッド３ａ内の電動機３ｂにより行われる。
【００２６】
　ポッドプロペラ３Ａは、同ポッドプロペラ３Ａを横軸線のまわりに回動制御しうる俯仰
機構としてのトルクヒンジ４と、同ポッドプロペラ３Ａを鉛直軸線のまわりに回動制御し
うる舵取り機構としてのターンテーブル５と、同ポッドプロペラ３Ａを船体のトリムの変
化に応じて昇降制御しうる油圧シリンダ６とを介して船体に装着されている。
　なお、本実施例２の場合も、舵取り機構としては、ターンテーブル５の代わりに通常の
舵柄および油圧シリンダを備えたものを設けるようにしてもよい。
【００２７】
　電動機３ｂへの電力の供給は、ディーゼルエンジン１やポッドプロペラ３Ａの重量との
バランスを図るように船首部に設けられたガスタービン７により作動する発電機８から、
船尾部におけるバッテリー９の配電盤９ａを介して供給される。
　なお、低速船の場合は、ガスタービン７などを省略して、電動機３ｂへの電力の供給を
、ディーゼルエンジン１により作動する図示しない発電機からの電力で対処することも可
能である。
【００２８】
　上述の実施例２のポッドプロペラ付き船舶では、航行中に船尾に沿う水の流れが後方へ
斜め上方に向かうのに対応して、後方へ斜め上方に向かうように設定されたプロペラ軸２
ａを介し第１プロペラ２が装着されるとともに、この第１プロペラ２と共に二重反転プロ
ペラを構成する第２プロペラ３を備えたポッドプロペラ３Ａが設けられているので、高い
推進性能が得られるようになる。
【００２９】
　そして、主機関としてのディーゼルエンジン１の主軸１ａとプロペラ軸２ａとの結合が
、傘歯車セットト２ｂのごとき方向変換型結合手段を介して行われるので、重量物として
のディーゼルエンジン１は、船内の底部で主軸１ａが水平となるようにして容易に設置す
ることができる。
【００３０】
　電動機３ｂへの電力の供給は、ディーゼルエンジン１により作動する図示しない発電機
から供給するようにしてもよいが、本実施例２のように電動機３ｂへの電力供給を、ディ
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ーゼルエンジン１とのバランスを図りながら船首部に設けたガスタービン７により作動す
る発電機８から行うようにすると、高速船としての性能が効率よく得られるようになる。
　なお、本実施例２の場合も、船尾部内の推進装置として、ディーゼルエンジン１を備え
ているが、このディーゼルエンジン１の代わりにガスタービンのごとき他の原動機を設置
するようにしてもよい。
【実施例３】
【００３１】
　図３は、本発明の実施例３としてのポッドプロペラ付き船舶を模式的に示す側面図であ
る。
　図３に示すように、本実施例においては、船尾部で船内に設置された推進装置としての
電動機10と、同電動機10の回転軸に接続されたプロペラ軸２ａを介して回転駆動される船
外の第１プロペラ２とが設けられている。
【００３２】
　また、第１プロペラ２と対向して同第１プロペラ２と共に二重反転プロペラを構成しう
るように、前端に第２プロペラ３を備えたポッドプロペラ３Ａが設けられていて、第２プ
ロペラ３の回転駆動は、ポッド３ａ内の電動機３ｂにより行われる。
【００３３】
　この実施例３では、巡航時に船底部の外面に沿い相対的に後方へ流れる水流が船尾部で
斜め上方へ向かうのに対応して、第１プロペラ２のプロペラ軸２ａの中心軸線は後方へ上
向くように設定されている。
【００３４】
　そして、プロペラ軸２ａの傾斜に整合するように、電動機10の回転軸の軸方向も船尾後
方へ向かって斜めに上昇するように設定されており、同回転軸の後端に、第１プロペラ２
のプロペラ軸２ａの前端が接続されている。
【００３５】
　ポッドプロペラ３Ａは、同ポッドプロペラ３Ａを横軸線のまわりに回動制御しうる俯仰
機構としてのトルクヒンジ４と、同ポッドプロペラ３Ａを鉛直軸線のまわりに回動制御し
うる舵取り機構としてのターンテーブル５と、同ポッドプロペラ３Ａを船体のトリムの変
化に応じて昇降制御しうる油圧シリンダ６とを介して船体に装着されている。
　なお、舵取り機構としては、ターンテーブル５の代わりに、通常の舵柄および油圧シリ
ンダを備えたものを設けるようにしてもよい。
【００３６】
　各電動機３ｂ，10への電力の供給は、船首部に設けられたガスタービン７により作動す
る発電機８から、船尾部におけるバッテリー９の配電盤９ａを介して供給されるが、ガス
タービン７および発電機８の配置については、これらを船体中央部または船尾部に設ける
ようにしてもよい。
【００３７】
　さらに、本実施例では、発電機10の少なくとも後端部を取り囲む船尾ボス11の少なくと
も下半部の外形が、ポッドプロペラ３Ａのポッド前端部３ｃに類似した丸みを有している
。
【００３８】
　上述の実施例３のポッドプロペラ付き船舶では、航行中に船尾に沿う水の流れが後方へ
斜め上方に向かうのに対応して、船尾部内における推進装置としての電動機10も、その回
転軸を後方へ斜め上方に向かうように設定されていて、同回転軸にプロペラ軸２ａを介し
装着された第１プロペラ２と共に二重反転プロペラを構成する第２プロペラ３を備えたポ
ッドプロペラ３Ａが設けられているので、高い推進性能が得られるようになる。
【００３９】
　そして、各電動機３ｂ，10への電力の供給は、同電動機３ｂ，10やバッテリー９との重
量バランスを図りながら船首部に設けたガスタービン７により作動する発電機８から行わ
れるので、船体の安定性が効率よく得られるようになる。
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【００４０】
　さらに、本実施例では、船尾部内の電動機10の少なくとも後端部を取り囲む船尾ボス11
の少なくとも下半部の外形が、ポッドプロペラ３Ａのポッド前端部に類似した丸みを有し
ているので、船尾ボス11に沿う水の流れが二重反転プロペラ２，３へ円滑に流入するよう
になって、推進効率がさらに高められるようになる利点が得られる。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明のポッドプロペラ付き船舶では、船尾における舵取り機構により、ポッドプロペ
ラを真横に向けてサイドスラスターの機能を発揮させることが可能であり、船体の小回り
が容易になるので、水域の狭い湖における遊覧船などについても、本発明による船舶を有
効に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の実施例１としてのポッドプロペラ付き船舶を模式的に示す側面図である
。
【図２】本発明の実施例２としてのポッドプロペラ付き船舶を模式的に示す側面図である
。
【図３】本発明の実施例３としてのポッドプロペラ付き船舶を模式的に示す側面図である
。
【符号の説明】
【００４３】
　１　ディーゼルエンジン
　１ａ　主軸
　２　第１プロペラ
　２ａ　プロペラ軸
　２ｂ　傘歯車セット
　３Ａ　ポッドプロペラ
　３　第２プロペラ
　３ａ　ポッド
　３ｂ　電動機
　３ｃ　ポッド前端部
　４　トルクヒンジ
　５　ターンテーブル
　６　油圧シリンダ
　７　ガスタービン
　８　発電機
　９　バッテリー
　９ａ　配電盤
　10　電動機
　11　船尾ボス
　Ｗ　水面
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